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昼夜

　単位時間 　単位時間 　単位時間 　単位時間 　単位時間 　単位時間

年 129 単位 145 単位（開設） 20 単位（開設） 83 単位（開設） 0 単位（開設） 0 単位（開設）

120 人 43 人
※1,2年次のみ在籍

人 9 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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（Ｂ：単位数による算定）
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令和8年6月30日

職業実践専門課程等の基本情報について

東京医薬看護専門学校 1983/12/23 須田　英明
134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号
03-3688-6161

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

 

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 1983/12/23 浮舟　邦彦
134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号
03-5878-3311

医療 医療専門課程 医療・医薬品バイオ研究学科 平成30(2018)年度 - 平成29(2017)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

学科の目的
最先端医療を支える医療系バイオ技術者のニーズの高まりに対応するために、細胞・遺伝子・動物・微生物、データサイエンスに関連する知識と、バイオ技術またはプログ
ラミング技術を習得し、その関連資格を取得することで、社会の人々の健康と生活の質の向上に貢献できる職業人を養成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

【取得目標資格】
中級バイオ技術者認定試験、危険物取扱者乙種4類、上級バイオ技術者認定試験、有機溶剤作業主任者、特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、
知的財産管理技能士3級、実験動物２級技術者、バイオインフォマティクス技術者認定試験、統計検定３級、統計検定２級、基本情報技術者試験

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

90

95%

5

就職等の状況
※2026年3月卒業
者について記入

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 21
■就職希望者数 (D)　　　　　： 20
■就職者数 (E)　　　　　　　　： 20
■地元就職者数 (F) 18

（令和7年度卒業生）

株式会社コクミン、株式会社トモズ、株式会社雄飛堂、株式会社コスモス薬品、みよの台薬局株式会社、クリエイトエス・ディー株式会社、株式会社セキ薬品、
アドバンテック株式会社、株式会社GCリンフォテック、株式会社CELL、セルソース株式会社、一般社団法人　予防衛生協会、コージンバイオ株式会社、東京
大学　医科学研究所等

当該学科の
ホームページ

URL
http://www.tcm.ac.jp

■進学者数 0
■その他

卒業のみ希望者1名

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
特定非営利活動法人私立専門
学校等評価研究機構 平成26年4月

評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ：

https://www.tcm.ac.jp/school/public_inf
o/third_party.html

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれかに

記入）

総授業時数 4,965

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 1,560

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 1,125

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

※上記には選択必修時間を含まず

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 　

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 　

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 　

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 　

うち企業等と連携した演習の授業時数

教員の属性（専任
教員について記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその
担当する教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業
年限と当該業務に従事した期間とを通算して六年以上となる
者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の
能力を有する者を想定）の数

2

　

うち必修授業時数 　

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 840

総授業時数 　
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東京医薬看護専門学校　医療・医薬品バイオ研究学科・バイオデータサイエンス学科 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

IMSグループ　医療法人財団明理会　行徳総合病院　医事課　係長 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

小林　崇典 東京医薬看護専門学校　医療・医薬品バイオ研究学科・バイオデータサイエンス学科 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

渡邉　健一 東京医薬看護専門学校　言語聴覚士科 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

坂口　晃 東京医薬看護専門学校　救急救命士科　 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

福田　昌彦 東京医薬看護専門学校　看護学科 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

冨澤　麻友子

久嶋　香里 東京医薬看護専門学校　化粧品総合学科　 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

大野　光宣 東京医薬看護専門学校　化粧品総合学科　 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科

渥美　栄一 東京医薬看護専門学校　救急救命士科　 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

藤田　雅美 東京医薬看護専門学校　看護学科

有限会社　メイユウ商会　専務取締役

古島　昭博

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

小島　悠乃
板橋　知子

医療法人社団フロンティア　やまわき歯科医院　主任 歯科衛生士　

公益財団法人東京都助産師会理事　江戸川区地区会長

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

東京医薬看護専門学校　言語聴覚士科 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）内藤　修治

鈴木　まゆ 東京医薬看護専門学校　視能訓練士科 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

杉﨑　俊則 東京医薬看護専門学校　臨床工学技士科　 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

　理事会のもとに位置づけて運営を行っている。学校で編成している教育課程を委員会に提示し、委員会で挙げられた意見
を参考にしつつ、実践的な専門知識や技術を身につけられるよう教育課程を編成し、理事会の承諾のもと教育課程を決定す
る。決定された教育課程については、委員会に告知をするとともに継続的に検証を行っていく。

学校法人滋慶学園　常務理事

令和8年4月1日現在

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

岩村　勇 学校法人滋慶学園　運営本部長 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

須田　英明 東京医薬看護専門学校　学校長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

平上　恭弘 東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

河野　花絵

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

根本　秀樹

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

教育課程の編成において、必要となる最新の知識、技術を反映するため、企業・業界団体等の意見を活かし、教育課程の改
善並びに改訂を定期的に実施することを目的とする。

任期

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

一宮　賴子 東京医薬看護専門学校　副校長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

名　前 所　　　属

飯野　伸子 東京医薬看護専門学校　副校長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

大山　遥 東京医薬看護専門学校　教務部長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

堀　延之 東京医薬看護専門学校　教務部長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

笈川　あずさ

治田　寛之

野口　考之 医療秘書教育全国協議会　事務局長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

鹿沼　亮

井竹　康郎 一般社団法人　千葉県臨床工学技士会　理事 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

新井クリニック　救急救命士 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

小泉　理香 CELL株式会社　財務経理部長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

安齋　寛 NPO法人　日本バイオ技術教育学会　理事長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

吉田　大祐

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

丸林　彩子 埼玉医科大学総合医療センター　主任　視能訓練士 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

近藤　敏哉 医療法人鉄蕉会　亀田総合病院　医療技術部ME室　副室長　 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

千葉県言語聴覚士会　　理事 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

田中　美月 東京医薬看護専門学校　医療事務総合学科 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

藤井　昭光 東京医薬看護専門学校　臨床工学技士科　 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

東京医薬看護専門学校　歯科衛生士科　 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

江戸川区歯科医師会　会長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

内山　真弓 日本医科大学武蔵小杉病院　副看護部長 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

本田　美紀 東京医薬看護専門学校　歯科衛生士科　 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

東京医薬看護専門学校　歯科衛生士科　 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）石見　杏奈

矢田　綾香 一般社団法人　日本化粧品検定協会　顧問 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

齋藤　健吾
緒方  毅 国士館大学体育学部スポーツ医科学科　准教授 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

高添　真吾 医療法人社団武蔵野会TMG宗岡中央病院リハビリテーション科　主任 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

長岡　雄一 社会福祉法人　日本盲人社会福祉施設協議会　理事長



（年間の開催数及び開催時期）

＊　教育課程編成委員会等の企業等委員の選任理由（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－１

第２回　令和8年11月26日　17時～18時30分

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、11月）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

＊　教育課程編成委員会等の規則

（開催日時）

第１回　令和8年7月16日　17時～18時30分

　実習では机上で学ぶことのできない現場で必要な知識と技能および態度を身につけさせることを基本方針としている。具体
的には、学内で学んだ知識・技能を、実習指導者の指導下で体験し、医薬品業界に必要な基礎的な職業教育を実践する場
として施設を選定している。研究機関、病院や大学の研究所で実習を行う。実習評価は、実習指導者より、実習者の態度・言
葉遣い・身だしなみ・知識、技術の習得・実習日誌の記録に対し、評価をいただいている。

学園の研修規程に基づき、教員の指導力の向上、授業力向上、クラス運営力の向上などを目的として研修計画の作成を行
う。研修計画については外部機関も活用し、必要な知識や技術を向上できるように体系的に作成を行う。研修実施に際して
は、教員個々の現場経験や教育経験、また学園在職期間等を考慮し、それぞれの対象に応じた到達目標を設定し、研修方
法や評価指標を的確に定めて実施する。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

＊　教育課程編成委員会等の位置付けに係る諸規程

（別途、以下の資料を提出）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

カリキュラムの改善案について意見をいただき、次年度カリキュラムに反映させることで、より現実的なものとなるようにしてい
る。具体的には、授業の内容や開講時期の見直し等を図っている。

研究機関、病院や大学の研究所

薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する
意欲と問題発見・解決能力を身に付ける。

科　目　名

卒業研究及び応用実習では、研究機関や病院、大学の研究所で、研究員の指導を受けながら最先端の研究技術の取得を
おこなっている。

（３）具体的な連携の例

卒業研究Ⅱ

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

研究機関、病院や大学の研究所

薬学・医療の進歩と改善に資するために、さらに研究を遂
行する意欲と問題発見・解決能力を向上させる。

後期から専攻に分かれ、将来の職業像を明確化する。　目
標を具体的に設定し、相互支援関係を構築する。

分析機器メーカー、理化学機器
メーカー

導入教育Ⅱ

＊　学校又は法人の組織図

＊　教育課程編成委員会等の開催記録

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

科　目　概　要 連　携　企　業　等

卒業研究Ⅰ

（別途、以下の資料を提出）

＊　企業等との連携に関する協定書等や講師契約書（本人の同意書及び企業等の承諾書）等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名： 滋慶学園

期間： 学科教員

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名： 基礎学力強化 WEBセミナー ラインズ株式会社

期間： 令和8年6月 学科教職員

内容

＊　研修等に係る諸規程
＊　研修等の実績（推薦年度の前年度における実績）

生命医薬情報学連合大会 連携企業等： 日本バイオインフォマティクス学会

対象： 学科教職員

個人情報従事者として個人情報の取り扱いに関する講習等

滋慶教育科学学会

＊　研修等の計画（推薦年度における計画）

令和8年12月 対象： 学科教職員

教育技術の向上の事例検討等

対象： 学科教職員

個人情報取扱従事者としての個人情報に関する講習等

滋慶教育科学学会 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和7年12月 対象： 学科教職員

教育技術の向上の事例検討等

バイオ分野の教育の質向上に向けた勉強会、教材作成

バイオサイエンス教育部会 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和8年5月、9月、12月 対象： 学科教職員

連携企業等：

対象：

生成AIリスキリング研修（初中級編）

令和7年8月

デジタル化が進む環境において、業界の急速な変化に対応するため、スキルを習得するための勉強会

先端的再生医療研究現場とその成果を医療に応用

バイオサイエンス教育部会 連携企業等：

細胞培養の基本技術の勉強会

個人情報従事者資格認定講習 連携企業等：

連携企業等： 滋慶教育科学研究所

連携企業等： タカラバイオ

令和8年3月 対象： 学科教職員

（２）研修等の実績（令和7年度）

再生医療業界の市場と今後の展開

タカラバイオ技術セミナー　細胞培養技術の基礎

学科教職員

連携企業等： 日本プライバシー認証機構

令和8年7月

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画（令和8年度）

①専攻分野における実務に関する研修等

（別途、以下の資料を提出）

日本プライバシー認証機構

令和7年6月

滋慶教育科学研究所連携企業等：バイオサイエンス教育部会

令和7年5月 対象： 学科教職員

令和8年8月 対象： 学科教職員

バイオ×AIのこれからを議論する研究者交流の場

基礎学力の”つまずき”にどう向き合うか　－ICTを活用した支援の実践－

滋慶教育科学研究所

令和7年9月 対象：

②指導力の修得・向上のための研修等

個人情報取扱従事者資格認定講習

①専攻分野における実務に関する研修等

連携企業等：

対象：



種別

業界代表

業界代表

業界代表

業界代表

高校関係者代表

地域代表

保護者代表

卒業生代表

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

公表時期： 令和8年6月30日
URL： https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

令和8年4月1日現在

所　　　属 任期

一般社団法人　TMG本部 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

手塚　平 株式会社 粘土科学研究所 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１０）社会貢献・地域貢献 　（10）社会貢献・地域貢献・ボランティア活動

　（５）就職指導・生活支援・経済的支援

（６）教育環境 　（６）施設設備・学外実習・安全管理

　（３）教育目標・カリキュラム体系・成績評価・資格取得

（４）学修成果

　学校関係者評価委員会で得た評価に基づき、校内の自己点検委員会で次年度の重点項目について見当を行う。検討した
事項について令和9年1月の運営会議に諮り、2月下旬までに次年度の重点項目を決定し、事業計画に反映させ次年度の学
校運営を行っていく。

（７）学生の受入れ募集 　（７）募集活動・入学選考・学納金

（１）教育理念・目標 　（１）教育理念・目的・育成人材像

（２）学校運営 　（２）運営方針・事業計画・システム

（１１）国際交流 　（11）国際交流・留学生

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）教育活動

（８）財務

　（４）就職率・資格取得率・社会的評価

（５）学生支援

　自己点検・評価結果について学校職員以外の関係者による評価を行うため、各校に学校関係者評価委員会を設置する。
学校関係者評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め学校の利害関係者の学校運営への理解促進や連
携協力による学校運営の改善を目的とする。

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（別途、以下の資料を提出）

　学校の教育活動の取り組みについて社会に対する説明責任を果たすとともに、構成で透明性の高い運営を推進し、教育活
動の室の向上や社会全体からの信頼の獲得に資することを目的とする。

＊　自己評価結果公開資料
＊　学校関係者評価結果公開資料（自己評価結果との対応関係が具体的に分かる評価報告書）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

＊　学校関係者評価委員会の企業等委員の選任理由書（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－２

江戸川区葛西仲町町会 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

医療法人柏葉会　柏戸病院 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

本校看護学科 在校生保護者 令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）

古川　哲也

加藤　亮

嶋本　智明

鈴木　信良

医療法人社団 同愛会病院 令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

株式会社 コクミン
令和7年4月1日～令和9年3月31日（２年）成田高等学校鈴木　隆英

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

柴崎　由美子

名　前

橋本　敦

　（８）予算・収支計画・情報公開

（９）法令等の遵守 　（９）法令遵守・個人情報保護・自己点検・自己評価

令和8年4月1日～令和10年3月31日（２年）

（１）学校関係者評価の基本方針

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html


（８）学校の財務 学校の財務

（９）学校評価

（６）学生の生活支援 学生の生活支援

（７）学生納付金・修学支援

（備考）

（別途、以下の資料を提出）
＊　情報提供している資料

学校評価

（１０）国際連携の状況 国際連携の状況

（１１）その他 防災

※（１０）及び（１１）については任意記載。

公表時期： 令和8年6月30日

https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html

（３）情報提供方法

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html

学費一覧

学校が設定する項目ガイドラインの項目

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境

（２）各学科等の教育 各学科等の教育

（３）教職員 教職員組織

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

　・用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする（別紙様式１－２、２－１、２－２、３－１、３－２、４、５、６、７、７についても同
じ。）。

https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html
https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html
https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html
https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html
https://www.tcm.ac.jp/admissions/tuition.html
https://www.tcm.ac.jp/school/public_info/info.html
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1 ○
導入教育Ⅰ（キャリア形成）
Introductory EducationⅠ

目的意識を高め、プロに必要な身構え、
気構え、心構えを身に付ける。また、同
じ目的を持った仲間との相互支援的環境
をつくる。

1前 15 1 ○ ○ ○

2 ○
導入教育Ⅱ（キャリア設計）
Introductory EducationⅡ

後期から専攻ごとに分かれ、将来の職業
像を明確化し、目標を具体的に設定し、
相互支援関係を構築する。

1後 15 1 ○ ○ ○ ○

3 ○
キャリアデザインⅠ
Career DesignⅠ

自立した専門職業人として必要とされる
マナーや考え方、コミュニケーション能
力を養う。

1前 30 2 ○ ○ ○  

4 ○
キャリアデザインⅡ
Career DesignⅡ

自立した専門職業人としての自己形成を
して、インターンシップ面接で合格でき
る自己アピール力を養う。

1後 30 2 ○ ○ ○

5 ○
滋慶選択

Jikei Elective Subject

滋慶学園グループの系列校にある滋慶選
択科目から選択受講し、＋αの知識を身
に付ける。

1前 15 1 ○ ○

6 ○
データサイエンス入門

Basics of Data Science

データサイエンスを学ぶために必要な数
学の基礎となる中学数学から高校数学ま
でを学ぶ。（入門編）

1前 15 1 ○ ○

7 ○
数学基礎

Basic Mathematics

データサイエンスを学ぶために必要な数
学の基礎となる中学数学から高校数学ま
でを学ぶ。（基礎編）

1後 30 2 ○ ○

8 ○ 　
基礎理科Ⅰ

Basic ScienceⅠ

バイオテクノロジーを学ぶ上で基礎とな
る生物学・化学および数学等の周辺科目
に関する基本的知識の苦手を克服する。

1前 15 1 ○ ○

9 ○
基礎理科Ⅱ

Basic ScienceⅡ

バイオテクノロジーを学ぶ上で基礎とな
る生物学・化学および数学等の周辺科目
に関する基本的知識の苦手を克服する。

1前 15 1 ○ ○

10 ○
基礎理科Ⅲ

Basic ScienceⅢ

バイオテクノロジーを学ぶ上で基礎とな
る生物学・化学および数学等の周辺科目
に関する基本的知識の苦手を克服する。

1後 15 1 ○ ○

11 ○
基礎理科Ⅳ

Basic ScienceⅣ

バイオテクノロジーを学ぶ上で基礎とな
る生物学・化学および数学等の周辺科目
に関する基本的知識の苦手を克服する。

1後 15 1 ○ ○

12 ○
日本語講座Ⅰ

Japanese language course

留学生を対象に、授業内容の理解と学力
の向上を図るため、日本語の専門用語に
ついて学ぶ。

1前 15 1 ○ ○

（別紙様式１－２）

授業科目等の概要

　
（医療専門課程　医療・医薬品バイオ研究学科）

分類

授業科目名 授業科目概要
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当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数
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企
業
等
と
の
連
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（医療専門課程　医療・医薬品バイオ研究学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
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13 ○
日本語講座Ⅱ

Japanese language course

留学生を対象に、授業内容の理解と学力
の向上を図るため、日本語の専門用語に
ついて学ぶ。

1前 15 1 ○ ○

14 ○
グローバル教育

International Educational
Program

国際化が進展する医療分野について、グ
ローバルな視野を持った医療人として必
要な視点を体験する。

1後 30 2 ○ ○

15 ○
ITスキルⅠ（DX活用基礎）

IT skillsⅠ

情報伝達技術の発展に合わせた効果的な
PC利用法とセキュリティー知識を身に付
け、必要な情報を活用する能力を習得す
る。情報をまとめ、他者へ分かりやすく
伝達するための基本的事項を修得する。

1前 30 2 ○ ○

16 　○
ITスキルⅡ（DX活用応用）

IT skillsⅡ

情報伝達技術の発展に合わせた効果的な
PC利用法とセキュリティー知識を身に付
け、必要な情報を活用する能力を習得す
る。情報をまとめ、他者へ分かりやすく
伝達するための基本的事項を修得する。

1後 30 2 ○ ○

17 ○
生物学
Biology

薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を
身に付けるために、細胞、組織、器官、
個体、集団レベルでの生命現象と、誕生
から死への過程に関する基本的事項を修
得する。

1前 30 2 ○ ○

18 ○
化学

Chemistry

薬学を学ぶ上で必要な化学の基礎力を身
に付けるために、原子の構造から分子の
成り立ちなどに関する基本的事項を修得
する。

1前 30 2 ○ ○

19 ○
生理学

Physiology

生命現象を細胞レベル、分子レベルで理
解できるようになるために、生命体の最
小単位である細胞の成り立ちや生命現象
を担う分子に関する基本的事項を修得す
る。また、人体を構成する器官、器官系
の名称、形態、体内での位置、機能およ
び組織、器官を構成する代表的な細胞の
形態的、機能的特徴を理解する。

1前 60 4 ○ ○

20 ○
免疫学

Immunology

生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化
を理解できるようになるために、免疫反
応による生体防御機構とその破綻および
代表的な病原微生物に関する基本的事項
を修得する。

1後 30 2 ○ ○

21 ○
バイオテクノロジー概論

Biotechnology introduction

これから学んでいくバイオテクノロジー
の全体像を把握し、基礎技術や応用分野
を知ることで、今後学ぶ各技術の理解を
深める。

1前 15 1 ○ ○

22 ○
生命科学

Life Science

「生命とは何か」「命はどのように伝え
残されていくのか」などの疑問に対し、
遺伝子（DNA）を中心にした考え方で解
明していく。また、DNAとは何か、どの
ような構造をしていて、どのように機能
しているのか、生物学的、化学的両方か
らのアプローチで学ぶ。

1前 30 2 ○ ○
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23 ○
薬学概論

Social Pharmacy

医療と薬学の歴史を認識するとともに国
民の健康管理、医療安全、薬害防止にお
ける役割を理解する。倫理的問題に配慮
して主体的に行動するために、生命・医
療に係る倫理観を身に付ける。医療・福
祉・行政・教育機関および関連職種の連
携の必要性を理解する。社会保障制度の
もとで提供される医療と福祉について、
現状と課題を認識する。

1前 15 1 ○ ○

24 ○
有機化学

Organic Chemistry

化学物質を理解できるようになるため
に、代表的な有機化合物の構造、性質、
反応、分離法、構造決定法に関する基本
的事項を修得する。

1前 30 2 ○ ○

25 ○
生化学

Biochemistry

ヒトや動物、植物などの生物の生態を構
成している化学物質について学ぶ。ヒト
は何でできているのか、それにはどのよ
うな機能があるのか、それぞれの化合物
がどう作用しあっているのかを解明し、
「生命現象とは何か」という最大のテー
マを追う。

1後 30 2 ○ ○

26 ○
薬理学

Pharmacology

医薬品の生体内での作用を化学的に理解
できるようになるために、医薬品標的お
よび医薬品の構造と性質、生体反応の化
学に関する基本的事項を修得する。

1後 30 2 ○ ○

27 ○
解剖学
Anatomy

「身体の作りと働き」の授業を踏まえて
各器官系についてさらに深く学ぶ。

1後 30 2 ○ ○

28 ○
微生物学演習
Microbiology

微生物の分類、構造、生活環などに関す
る基本的事項を学ぶ。

1後 30 2 ○ ○

29 ○
遺伝子工学Ⅰ

Genetic EngineeringⅠ
核酸の性質、形質転換、形質導入などを
学ぶ。

1後 30 2 ○ ○ ○

30 ○
実験動物学

Laboratory Animals
実験動物の取扱いや特徴、飼育法などに
ついて学ぶ。

1後 30 2 ○ ○

31 ○
統計学基礎Ⅰ

Basic StatisticsⅠ
統計学とは何か、統計学の基礎を学び
データの取り扱いを理解する。

1後 30 3 ○ ○

32 ○
データサイエンス概論Ⅰ

Data science introductionⅠ
ビッグデータを扱うデータサイエンスと
はどのような物なのかを知る

1前 15 1 ○ ○

33 ○
データサイエンス概論Ⅱ

Data science introductionⅡ
データサイエンスを生命科学・現代社会
で活用するための技術を学ぶ。

1後 30 2 ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

（医療専門課程　医療・医薬品バイオ研究学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

34 ○
バイオデータ解析実習

Biodata Analysis Training
データサイエンスの中でも特に遺伝子解
析を行う基本的なやり方を知る

1後 30 2 ○ ○

35 ○
医学概論

Introduction Medical Science

医療と薬学の歴史を認識するとともに国
民の健康管理、医療安全、薬害防止にお
ける役割を理解する。倫理的問題に配慮
して主体的に行動するために、生命・医
療に係る倫理観を身に付ける。医療・福
祉・行政・教育機関および関連職種の連
携の必要性を理解する。社会保障制度の
もとで提供される医療と福祉について、
現状と課題を認識する。

1後 30 2 ○ ○

36 ○
生物学実習

Biology Practice

薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を
身に付けるために、細胞、組織、器官、
個体、集団レベルでの生命現象と、誕生
から死への過程に関する基本的事項を実
習を通じて修得する。

1前 60 2 ○ ○ ○

37 ○
化学実習

Chemistry Practice

薬学を学ぶ上で必要な化学の基礎力を身
に付けるために、原子の構造から分子の
成り立ちなどに関する基本的な事項を実
習を通じて修得する。

1前 60 2 ○ ○ ○ △

38 ○
生化学・タンパク質工学実習

Biochemistry Practice

一般生体成分から核酸、DNAの性質を実
習を通じて学ぶ。また、動物細胞の培養
の基本操作を修得するとともに、細胞の
特徴を実習を通じて学ぶ。

1後 60 2 ○ ○

39 ○
細胞培養実習

Cell Culture Practice

動物細胞の培養の基本操作を通じて、ク
リーンベンチと無菌操作の基本的手法を
修得する。

1後 60 2 ○ ○ ○ △

40 　○
細胞工学実習

Cell Engineering Training

生物体を構成する物質や生体内に生じる
化学物質およびその化学反応の過程の分
析から、細胞への遺伝子導入・形質転換
の手法を学ぶ。

1後 30 1 ○ ○ ○

41 ○
遺伝子工学実習 Ⅰ

Genetic Engineering Practical
Ⅰ

プラスミドの精製、DNA断片の分析と精
製の手法、ライゲーション、形質転換の
手法を修得する。

1後 60 2 ○ ○ ○ △

42 ○
実験動物飼育・取扱実習
Training of Laboratory

Animals

実験動物の取扱いとその手法・手技を身
に付ける。

1後 60 2 ○ ○ ○ △

43 ○
プログラミング基礎Ⅰ
Basic Programming Ⅰ

プログラム作成の基本となる動作手順の
フローチャート（疑似コード）を作成
し、簡単なプログラムを書けるようにな
る。

1後 60 2 ○ ○

44 ○
機器分析実習Ⅰ

Instrumental analysis
trainingⅠ

分光光度計と液体クロマトグラフィーを
中心に、分析機器の扱い方を学ぶ

1後 30 1 ○ ○
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45 ○
導入教育Ⅲ（キャリア設計）
Introductory EducationⅢ

展示会や研究発表に触れ、業界動向を把
握し、就職活動で合格するために必要と
される人材を知る。

2後 15 1 ○ ○

46 ○
キャリアデザインⅢ
Career DesignⅢ

自立した専門職業人として必要とされる
マナーや考え方、コミュニケーション能
力を養う。

2前 30 2 ○ ○

47 ○
就職対策講座Ⅰ

Eemployment courseⅠ

3年次前期の就職内定を目指し、筆記試
験対策、面接試験対策を実施し、早期内
定するための力を養成する。

2後 30 2 ○ ○

48 　○
バイオデータ実習前教育

Pre‑laboratory Education for
Bio Data

インターンシップに必要な身構え気構え
心構えを身につける。

2前 15 1 ○ ○

49 　○
英語

Engiish（literacy)
英語の論文を読むために必要となる文法
について学ぶ。

2前 30 2 ○ ○

50 　○
英文講読Ⅰ

Advanced English Ⅰ
専門的な文献を読むのに必要な語彙力・
読解力をつけることを目指す。

2後 30 2 ○ ○

51 　○
コミュニケーション技法

Communication Techniques

就職を見据えてインターンシップでの現
場で必要なコミュニケーション技術を向
上する

2後 30 2 ○ ○

52 　○
ITスキルⅡ（エクセル統計）

IT skillsⅡ

専門分野で必要となるPCスキルを身に付
け、エクセルを活用して統計検定ができ
る技術を習得する。

2後 15 1 ○ ○

53 　○
遺伝子工学Ⅱ

Genetic Engineering Ⅱ

遺伝子組み換え実験について理解を深
め、遺伝子工学分野の様々な現象を理解
し、説明が出来るようになる。

2前 30 2 ○ ○

54 　○
統計学

Statistics

実験データーから考察をするために必要
な統計の考え方を知り、エクセルの機能
も活用して実際に検定処理ができるよう
になる。

2前 30 2 ○ ○

55 ○
統計学基礎Ⅱ

Basic Statistics Ⅱ
バイオデータを扱う上で必須となる統計
学的解析手法を学ぶ。

2前 30 2 ○ ○

56 ○

化学物質の性質と反応
Property of Chemical

Substances and Chemical
Reaction

化学物質を理解できるようになるため
に、代表的な有機化合物の構造、性質、
反応、分離法、構造決定法および無機化
合物の構造と性質に関する基本的事項を
修得する。

2前 30 2 ○ ○

57 ○
データサイエンス演習Ⅰ
Data Science,Laboratory

course Ⅰ

データを可視化・図式化し、その結果を
読み取り、エビデンススキルを身につけ
る。

2前 60 4 ○ ○
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58 ○
データサイエンス演習Ⅱ
Data Science,Laboratory

course Ⅱ

比較的大規模なデータから有用な知識を
引き出すことが出来るようになる。

2後 60 4 ○ ○

59 ○
バイオインフォマティックス

Bioinformatics
配列解析、分子進化解析など、バイオイ
ンフォマティクスの基礎を学ぶ。

2前 30 2 ○ ○

60 ○
機械学習Ⅰ

Machine Learning Ⅰ

機械学習の基礎的なアルゴリズムを理解
し、実際に使うことが出来るようにす
る。

2前 30 2 ○ ○

61 ○
機械学習Ⅱ

Machine Learning　Ⅱ

機械学習および人工知能のアルゴリズム
を理解し、実際に使うことが出来るよう
にする。

2後 30 2 ○ ○

62 ○
遺伝子工学実習Ⅱ

Genetic Enginnering,
Laboratory Course Ⅱ

次世代シーケンサーを用いてゲノム解析
が出来るようになる。

2前 60 2 ○ ○

63 ○
遺伝子工学実習Ⅲ

Genetic Enginnering,
Laboratory Course Ⅲ

次世代シーケンサーを用いてゲノム解析
が出来るようになる。

2後 60 2 ○ ○

64 ○
プログラミング基礎Ⅱ
Basic Programmimg Ⅱ

基本的なアルゴリズムに基づいてプログ
ラミングを行えるようになる。

2前 120 4 ○ ○

65 ○
プログラミング応用

Programming Laboratory course
コンピュータやネットワークのシステム
を運用するための技術を習得する。

2後 60 2 ○ ○

66 ○
プログラミング実践

Programming

今まで学んだプログラミング言語を応用
して独自のプログラムを作成出来るよう
になる。

2後 60 2 ○ ○

67 ○
ゲノム解析実習

Genomics, Laboratory course

多様な解析ソフトを組み合わせ、シーケ
ンシングで得られた配列データを解析出
来るようになる。

2前 60 2 ○ ○

68 ○
総合バイオテクノロジー実習Ⅰ
Comprehensive Biotechnology

TrainingⅠ

バイオ技術を扱う現場ならではの経験を
積みながら、卒業研究を行うための研究
手法を身につける。

2前 240 8 ○ ○

69 ○
総合バイオテクノロジー実習Ⅱ
Comprehensive Biotechnology

TrainingⅡ

バイオ技術を扱う現場ならではの経験を
積みながら、卒業研究を行うための研究
手法を身につける。

2後 240 8 ○ ○

70 ○
有機溶剤作業主任者

Organic Solvent Operations
Chief Examination Preparation

有機溶剤作業主任者の資格取得を目指
す。（集中講義・講義終了後試験を実
施）

2後 15 1 ○ ○
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71 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）概論

Preparation of Biotechnology
Examination ~general remarks

中級バイオ技術者認定試験の概論の対策
を行い、資格取得を目指す。

2前 15 1 ○ ○ ○

72 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）生化学

Preparation of Biotechnology
Examination ~Biochemistry

中級バイオ技術者認定試験の生化学の対
策を行い、資格取得を目指す。

2前 15 1 ○ ○

73 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）微生物

Preparation of Biotechnology
Examination ~Microbiology

中級バイオ技術者認定試験の微生物の対
策を行い、資格取得を目指す。

2後 15 1 ○ ○

74 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）分子生物

Preparation of Biotechnology
Examination ~Molecular

biology

中級バイオ技術者認定試験の分子生物の
対策を行い、資格取得を目指す。

2後 15 1 ○ ○

75 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）遺伝子工学
Preparation of Biotechnology

Examination ~Genetic
engineering

中級バイオ技術者認定試験の遺伝子工学
の対策を行い、資格取得を目指す。

2後 15 1 ○ ○

76 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）総合

Preparation of Biotechnology
Examination

中級バイオ技術者認定試験の全分野的に
対策を行い、資格取得を目指す。

2後 45 3 ○ ○

77 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）特講Ⅰ

Preparation ofBiotechnology
ExaminationⅠ

中級バイオ技術者認定試験対策を行い、
資格取得を目指す。

2前 30 2 ○ ○

78 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）特講Ⅱ

Preparation ofBiotechnology
ExaminationⅡ

中級バイオ技術者認定試験対策を行い、
資格取得を目指す。

2後 30 2 ○ ○

79 ○

検定対策講座
（実験動物技術者２級）Ⅰ

Preparation of Experimental
Animal TechⅠ

実験動物技術者2級の資格取得を目指
す。(筆記試験＋実技試験）

2前 30 2 ○ ○

80 ○

検定対策講座
（実験動物技術者２級）Ⅱ

Preparation of Experimental
Animal TechⅡ

実験動物技術者2級の資格取得を目指
す。(筆記試験＋実技試験）

2後 15 1 ○ ○

81 　○ 　

検定対策講座
（統計検定対策3級）
Preparation of Japan
Statistical Society

Certificate Examination

統計検定3級の試験対策を行い、資格取
得を目指す。

30 2 ○ ○

82 ○
就職対策講座Ⅱ

Eemployment courseⅡ
後期での就職内定を目指し、筆記試験対
策、面接試験対策を実施する。

3前 30 2 ○ ○ ○

83 ○
社会人マナー

Business manners

自立した専門職業人として必要とされる
マナーや考え方、コミュニケーション能
力を養う。

3後 30 2 ○ ○
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84 　○
英文講読Ⅱ

Advanced English (literacy)
Ⅱ

専門的な文献を読むのに必要な語彙力・
読解力をつけることを目指す。

3前 30 2 ○ ○

85 　○
プレゼンテーションスキル

Presentation Skills
自身の研究成果を最大限人に伝える為の
技術を身につける

3前 60 4 ○ ○

86 　○
ITスキルⅢ（プレゼン作成）

IT skillsⅢ

専門分野で必要となるPCスキルを身に付
け、パワーポイントでのプレゼンテー
ション資料を作成する技術を習得する。

3前 30 2 ○ ○

87 　○
生薬学

Pharmacology

自然界に存在する物質を医薬品として利
用できるようになるために、代表的な生
薬の基原、特色、臨床応用および天然生
物活性物質の単離、構造、物性、作用な
どに関する基本的事項を修得する。

3前 15 1 ○ ○

88 　○
漢方総論

Chinese Medicine General

東洋医学の考え方や、様々な症状に使用
される漢方薬の成分、効能効果、副作用
について学ぶ。

3前 15 1 ○ ○

89 　○
知的財産管理基礎

Intellectual Property
Management

研究の現場で知っておくべき知財管理の
基本を学び、知財管理の資格に向けた基
礎知識を得る。

3前 30 2 ○ ○

90 　○
薬物動態学

Pharmacokinetics

薬物の生体内運命を理解し、個々の患者
の投与設計ができるようになるために、
薬物の体内動態およびその解析に関する
基本的知識を修得し、それらを応用する
基本的技能を身に付ける。

3前 15 1 ○ ○

91 　○
バイオインフォマティクス総論

Bioinformatics

遺伝情報をはじめとした生命情報のビッ
グデータを扱うバイオインフォマティク
スについて知る

3後 30 2 ○ ○

92 　○
薬事関連法規・制度

Pharmaceutical-related laws
and regulations

コンプライアンスを守れる社会人になる
為に医薬品と医療機器に関連する法規を
知る。

3後 15 1 ○ ○

93 　○
総合医療概論

General Medicine Studies

医療機関の中で連携が取れる研究技術者
であるために、医療の他職種分野の基本
知識を得る

3前 30 2 ○ ○

94 　○
バイオ医療技術学

Biomedical Technology

バイオテクノロジーの医療への応用分野
を総括的に学び、社会に出た時にバイオ
技術を応用できるようになる

3後 30 2 ○ ○

95 　○
機器分析学

Instrumental Analysis
様々な分析機器の役割と扱い方を概論的
に知る

3前 15 1 ○ ○
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96 　○
生命倫理

Bioethics Studies
生命工学に携わるうえで確認しておくべ
き倫理観を身につける

3後 15 1 ○ ○

97 　○
卒業研究Ⅰ
ThesisⅠ

薬学・医療の進歩と改善に資するため
に、研究を遂行する意欲と問題発見・解
決能力を身に付ける。

3前 240 8 ○ ○ ○ ○ ○

98 　○
卒業研究Ⅱ
ThesisⅡ

薬学・医療の進歩と改善に資するため
に、研究を遂行する意欲と問題発見・解
決能力をさらに身に付ける。

3後 120 4 ○ ○ ○ ○ △ ○

99 　○
バイオデータ卒業研究Ⅰ

Professional Training Ⅰ

薬学・医療の進歩と改善に資するため
に、研究を遂行する意欲と問題発見・解
決能力をさらに身に付ける。

3前 360 12 ○ ○ ○ ○

100 　○
バイオデータ卒業研究Ⅱ

Professional Training Ⅱ

薬学・医療の進歩と改善に資するため
に、研究を遂行する意欲と問題発見・解
決能力をさらに身に付ける。

3後 360 12 ○ ○ ○ ○

101 　○
機器分析実習Ⅱ

Instrumental Analysis
PracticalⅡ

HPLC、GC、原子吸光、FT-IR等の分析機
器を使用して原理や応用手法を修得す
る。

3前 30 1 ○ ○

102 ○
危険物取扱者乙種4類

Hazardous materials handler
危険物取扱者乙種4類資格取得を目指す
（集中講義・講義終了後試験を実施）

3後 15 1 ○ ○

103 ○ 　

特定化学物質及び
四アルキル鉛等作業主任者

Specific Material and Four
Alkyl Lead, etc. Operations

Chief Examination Preparation

特定化学物質および四アルキル鉛等作業
主任者の資格取得を目指す。（集中講
義・講義終了後試験を実施）

3後 15 1 ○ ○

104 ○

検定対策講座（BI検定）
Preparation for the Japanese
Society for Bioinformatics

Certificate exam

バイオインフォマティクス検定の資格取
得を目指す。

3前 60 4 ○ ○

105 ○

検定対策講座
（毒物劇物取扱者試験）Ⅰ
Preparation of Poison and

Hazardous Substances Handling
ExaminationⅠ

毒物劇物取扱者を全般的に学び、資格取
得を目指す。

3前 30 2 ○ ○

106 ○

検定対策講座
（毒物劇物取扱者試験）Ⅱ
Preparation of Poison and

Hazardous Substances Handling
ExaminationⅡ

毒物劇物取扱者試験の直前対策を行い、
資格取得を目指す。

3前 30 2 ○ ○

107 ○

検定対策講座
（統計検定対策2級）
Preparation of Japan
Statistical Society

Certificate Examination

統計検定２級の試験対策を行い、資格取
得を目指す。

3後 30 2 ○ ○
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108 　○

検定対策講座
（基本情報技術者試験対策）

Exam Preoaration Fundamental
Information Technology
Engineer Examinatin

基本情報技術者試験の資格取得を目指
す。

3後 60 4 ○ ○

109 ○

検定対策講座
（実験動物技術者２級）Ⅲ

Preparation of Experimental
Animal TechⅢ

実験動物技術者2級の資格取得を目指
す。(筆記試験＋実技試験）

3前 15 1 ○ ○

110 ○

検定対策講座
（実験動物技術者２級）Ⅳ

Preparation of Experimental
Animal TechⅣ

実験動物技術者2級の資格取得を目指
す。(筆記試験＋実技試験）

3後 15 1 ○ ○

111 ○

検定対策講座
（知的財産管理技能士3級）

Preparation of Intellectual
Property Management
Technician Level 3

Examination

知的財産管理技能士3級試験対策を行
い、資格取得を目指す。

3後 15 1 ○ ○

112 ○

検定対策講座
（中級バイオ試験）特講Ⅲ

Preparation ofBiotechnology
ExaminationⅢ

中級バイオ技術者認定試験対策を行い、
資格取得を目指す。

3全 60 4 ○ ○

113 ○

検定対策講座
（上級バイオ試験）

Preparation ofBiotechnology
Examination

上級バイオ技術者認定試験対策を行い、
資格取得を目指す。

3全 60 4 ○ ○

期

週

１学年の学期区分当該学年に取得すべき科目を全て履修し、評価認定されたものが卒業できる。卒業要件：

卒業要件及び履修方法 授業期間等

2

4965合計 単位時間

24

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

248

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

履修方法： 本校が定める所定の科目授業に出席し、成績評価をおこなう。 １学期の授業期間


